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はじめに 

 

平成 22年、視覚障害に関係する機関が集まり 18年ぶりに「目の不自由な人たちへの日常生活に

おける調査」を行った。目的は、この 18年間で社会・製品・サービス等がどのように変化したか

を知り、それぞれ関係する機関でその変化と状況を確認することである。 

平成 4年に実施した「朝起きてから夜寝るまでの不便さ調査（視覚障害者アンケート調査報告書

（要約編）」は、新聞、ラジオ、テープ雑誌、点字ニュースにより公募し、279名（点字 213名、墨

字 66名）の回答があった。この調査は大きく家の中、家の外における不便さに分けて行った。 

 家の中においては、同形容器の中身の識別、スイッチ等の操作・取扱い、墨字の読み書きという

点が不便さとして多くあがった。家の外においては、放置自転車、標識などが歩道をふさぎ歩きに

くい、電車、バス、タクシー、駅、バスターミナルやバス停、料金表、時刻表の墨字が読めない等、

数多くの不便さがあがった。 

平成 10年に調査した「弱視者不便さ調査報告書 見えにくいことによる不便さとは」では、全

国の弱視者を対象として、テープ雑誌、メーリングリストにて公募し 268名の回答があった。発送、

回答とも墨字（普通文字、大活字）が最も多く、全体の 7割であった。この頃から e-mailでのや

り取りも行われるようになってきているが全体の１割程度であった。 

平成 4年の不便さ調査で、主に全盲の方から回答の多かった「朝起きてから夜寝るまでの不便さ

調査（視覚障害者アンケート調査報告書（要約編）」で明らかになった不便さを感じる場面やモノ

については、弱視の人においても共通することが多かった。しかし弱視の人の多くは、目で見て判

断できるような配慮、例えば、分かりやすい文字にしてほしい、コントラストをはっきりさせてほ

しい、色の識別を分かりやすくしてほしいなどの要望が多くあがった。 

 それぞれの調査から 18年、12年経って行った今回の調査では、当時の不便さが、ほぼ解決して

いるもの、解決に向かっているもの、未着手のもの、そして新たに不便さが出てきたものに分かれ

た。未着手、未解決のものもあるが、以前の調査との一番の違いは、この十数年の間にほぼ解決さ

れた不便さが明らかになったことである。 

不便さの解決方法の代表例は、シャンプーとリンス、牛乳紙パックとその他の飲料紙パックの触

覚識別、携帯電話プッシュホン５並びに、家電製品等の ON側に付いている凸表示があげられる。

これらの日本で考えられた解決策は、一つの企業から関係する業界に、そして日本工業規格（JIS）、

更には国際規格へと広がっている。 

一方、新たな不便さ、未着手、未解決のもの・分野も、今回の調査で明らかになった。 

未解決の分野、新たな不便さについても、解決に向けての努力が始まっているものもある。定期

的にこの調査を行うことで、供給側の機関が、自ら実施した解決策の反応を、需要者側と共有しな

がら確認し、更にはより使いやすさへの課題を確認していただけたらと願っている。 

 最後に、この調査にご協力いただいた数多くの方々に感謝するとともに、助成を頂いた財団法人

日本児童教育振興財団にお礼を申し上げたい。 

平成 23年 8月 

視覚障害者不便さ調査委員会 

事務局 財団法人共用品推進機構  
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